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英語教育を行ううえで、小学校の中ではどの程度、研修が行われているのだろうか。英語教育に

関する校内研修の頻度についてたずねたところ、半数以上の教員が「実施していない」と答えた。実

施している場合でも、「年に1回程度」が21.6％、「半年に1回程度」が10.2％という結果であった。こ

れに対して、「月1回程度」もしくは「月1回以上」校内研修を行っていると回答した教員は、全体の

6.4％であった（図1-3-1）。
さらに、校内研修の頻度について、中心となる指導者が「学級担任」「外国語指導助手（ALT、AET

など）」である場合に分けて結果を見てみた（図1-3-2）。その結果、「2、3か月に1回程度」以上の頻
度で校内研修を行っている割合は、「外国語指導助手」中心の場合は7％程度だが、「学級担任」中心

の場合は23.6％と、中心となる指導者によって大きな開きがあった。

大学の教員養成課程で小学校英語についての教育を受けていない現在の小学校教員にとって、学

級担任である自分自身が中心となって英語教育を行うためには、英語力や指導方法などさまざまな

面での研修機会が切実に必要であるという状況が、ALT中心の場合に比べて校内研修を多く行っ

ているという結果の背景にあると思われる。

＊「無答不明」は図から省略した。

1. 校内研修の頻度
英語教育に関する校内研修を行っている学校は、全体の半数に満たない。「外国語指導助手
（ALT、AETなど）」が中心に指導している学校では、研修を実施していない割合が高い。

貴校では、校内研修はどのくらいの頻度で実施していますか。

図1-3-1 校内研修の頻度
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図1-3-2 校内研修の頻度（中心となる指導者別）

＊英語教育を「行っている」学校（3,292人）のみ対象。
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2. 校外研修
学校外での英語教育に関する研修に教員が参加していない学校は6割を超える。
学校外の研修主体の約半数は「市区町村」である。

校内での研修頻度については前頁で取り上げたが、学校外でも、主に学校の長期休暇の期間など

を中心に、英語教育に関する教員研修がさまざまな機関・団体によって行われている。ここでは、

このような校外研修への教員の参加頻度について、自校の教員がどの程度の割合で参加しているの

かを教務主任にたずねている。

図1-3-3を見てみると、「ほとんど全員が参加していない」という回答が6割を超えた。全国のほ
とんどの小学校で英語教育が行われているにも関わらず、小学校教員の過半数が学校外で行われる

英語教育に関する研修・教育をまったく受けていないということになる。これに対して、「ほとんど

全員が参加している」という回答は6.7％に過ぎない。

さらに、図1-3-4では英語教育を行ったことによる「教員の変化の有無」別に詳しくみたところ、
教員の変化が「なかった（あまり＋まったく、以下同様）」と回答している場合が、「あった（とても＋

まあ、以下同様）」と回答した場合よりも「ほとんど全員が参加していない」割合が大きく上回ってい

る。これに対して、教員の変化が「あった」場合の方が、それ以外の項目、つまり一部の教員であっ

ても外部研修に参加している割合が高い。

本調査では校外研修の効果を詳しくたずねてはいないが、前述の結果から校外研修に参加したこ

とと、英語教育に対する教員の達成感や成長との間には、なんらかの関連があることが推察される。

貴校で英語教育を担当している先生は、英語教育に関する学校外での研修にどのくらい参加して
いますか。

図1-3-3 校外研修への参加頻度
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図1-3-4 校外研修への参加頻度（教員の変化の有無別）
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＊英語教育を「行っている」学校（3,292人）のみ対象。

＊「あった」は、「英語教育を行うことで、貴校の先生方によい変化はありましたか。」という設問で、「とてもあった」「まああった」
と回答した場合。「なかった」は「あまりなかった」「まったくなかった」と回答した場合。

それでは、校外研修を現在行っているのはどのような機関・団体なのだろうか。研修の実施主体

について図1-3-5でみると、約半数が「市区町村」と回答している。これに「都道府県」が30.5％
で続く。小学校を管轄している自治体の教育委員会や、その上部組織である都道府県の教育委員会

などが主体となって行われる研修が、校外研修の約8割を占めていることになる。参加者にとって

は研修会場まで近く、参加しやすいなどの物理的な面でのメリットがあることはもちろんだが、地

域や学校の実態、ニーズなどに対応した研修内容を取り上げることが可能な質的な部分でのメリッ

トもあるだろう。

さらに、これに「他校の研究会」が17.1％で続くのも、同じような理由であると考えられるが、

これに加えて学校で実際に開発・使用されている指導案など、実践的な資料が直接手に入るという

点も大きな魅力であると思われる。

上記の研修主体以外にも、「民間企業」「文部科学省」「大学」なども研修を行っているが、今回

の調査結果から見る限り、まだその割合は小さいようだ。今後、小学校英語が必修化される場合、

研修ニーズは高まっていくことが予想されるが、学校現場からどのような研修が望まれ、また実際

に役立つのかについてはさらに詳しく調べていく必要がある。

貴校の先生は、どこ（誰）が主体となって行っている研修に参加していますか。

図1-3-5 校外研修の主体
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＊複数回答。
＊英語教育を「行っている」学校（3,292人）のみ対象。


